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香
美
市
立
美
術
館

　

香
美
市
立
美
術
館
で
は
、
３

館
合
同
特
別
展
と
し
て
、
当
館

と
四
万
十
町
立
美
術
館
、
中
土

佐
町
立
美
術
館
の
３
館
か
ら
推

薦
さ
れ
た
、
18
人
の
作
家
に
よ

る
高
知
の
作
家
18
人
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
地

域
に
根
ざ
し
、
地
道
に

活
動
を
続
け
て
い
る
３

館
が
合
同
で
開
催
し
、

地
方
か
ら
の
文
化
発
信

を
目
指
す
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
高
知
県
出
身

や
在
住
の
作
家
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
作
家

同
士
の
交
流
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
も
大
き
な

目
的
の
一
つ
で
す
。

　

地
域
で
活
動
す
る
作
家
が
描

く
豊
か
な
芸
術
の
世
界
。
そ
の

一
端
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
高
知
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
た
ち
の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
館
長
・
都
築
房
子
）

◆
香
美
市
立
美
術
館 

推
薦

　

井
関
さ
お
り
・
久
保
菜
月
・

　

小
松
サ
ヤ
・
高
木
友
香
・
土

　

方
佐
代
香
・
安
井
勝
宏

◆
四
万
十
町
立
美
術
館 

推
薦

　

上
田
明
徳
・
大
串
妙
子
・
武

　

田
円
霞
・
中
平
浩
太
・
堀
内

　

理
香
・
森
下
嘉
晴

◆
中
土
佐
町
立
美
術
館 

推
薦

　

市
川
雅
彦
・
越
智
篤
史
・
浪

　

越
篤
彦
・
濱
崎
秀
嗣
・
廣
瀬

　

淳
志
・
吉
見
博

▲一条 ｉｃｈｉｊｏｕ／安井勝宏

▲Ｍｏｏｎ　ｒｉｖｅｒ／土方佐代香

奥
物
部
美
術
館

　

奥
物
部
美
術
館
で
は
、
高
知

市
在
住
の
作
家
、
太
田
星
美
の

絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

太
田
星
美
は
、
昭
和
45
年
に

徳
島
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
24

歳
で
徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
油
絵
を
学
び
始
め
、
徳
島
市

展
奨
励
賞
受
賞
、
勤
労
青
少
年

美
術
展
知
事
賞
を
３
度
獲
得
す

る
な
ど
、
意
欲
的
に
制
作
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
21
年
よ
り
高
知
に
移
り
住
み
、

平
成
23
年
に
高
知
県
展
で
山
脇

賞
を
受
賞
。
そ
の
翌
年
に
は
特

選
に
輝
く
な
ど
、
そ
の
実
力
を

発
揮
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

太
田
は
こ
れ
ま
で
主
に
、
具

体
的
な
対
象
物
を
描
く
具
象
絵

画
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。

「
具
象
を
描
く
時
は
『
描
く
』

と
い
う
よ
り
『
縫
う
』
よ
う
な

感
覚
」
と
話
し
、
そ
の
繊
細
な

筆
遣
い
か
ら
は
、
描
か
れ
た
物

や
人
物
が
、
こ
れ
ま
で
過
ご
し

て
き
た
時
間
ま
で
を
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
で
、
近
年
で
は
色
鮮
や

か
で
ポ
ッ
プ
な
人
物
画
に
も
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
具
象
か
ら
離

れ
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
た

時
に
生
ま
れ
た
『c

o
lo

r
in

g
 

a
c
tiv

ity

』
と
い
う
シ
リ
ー
ズ

は
、
今
ま
で
の
深
み
の
あ
る
具

象
絵
画
と
は
異
な
り
、
大
胆
な

構
図
で
塗
り
絵
の
よ
う
に
平
面

的
に
色
を
置
き
、
ま
さ
に
『
い

ろ
あ
そ
び
』
を
し
て
い
る
か
の

よ
う
で
す
。

　

日
々
新
し
い
表
現
を
模
索
し

な
が
ら
描
か
れ
た
多
様
な
作
品

か
ら
は
、
自
由
で
生
き
生
き
と

し
た
太
田
独
自
の
色
彩
感
覚
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
太

田
星
美
の
初
個
展
を
見
に
、
ぜ

ひ
奥
物
部
美
術
館
に
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

（
香
美
市
立
美
術
館
学
芸
員
・

門
田
陽
奈
）

２月３日（土）～３月１１日（日）

奥物部美術館

休館日／月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

※最終日は１５時まで

　

第
15
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大

会
表
彰
式
の
終
了
後
、
歌
人
の

小
島
ゆ
か
り
さ
ん
を
お
招
き
し
、

『
歌
の
魅
力
』
と
題
し
て
講
演

会
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。※

入
場
無
料

【
日
時
】
３
月
10
日
（
土
）

13
時
～　

表
彰
式

14
時
～　

講
演
会

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所
（
吉

　

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会　

講
演
会

　

 

■
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58・

２
２
２
０

井
勇
記
念
館
隣
）

【
講
師
】
小
島
ゆ
か
り
さ
ん

（
産
経
新
聞
歌
壇
選
者
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
全
国
短
歌
大
会
選
者
）

【
送
迎
バ
ス
】※

無
料
・
要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
前
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。

行
き　

12
時
発
（
Ｊ
Ｒ
バ
ス
美

良
布
駅
12
時
20
分
）　

帰
り　

16
時
発

〔
解
説
〕
吉
井
勇
は
、
高
知
に

お
け
る
親
友
で
あ
る
酒
造
会
社

経
営
・
伊
野
部
恒
吉
の
こ
と
を
、

親
し
み
を
込
め
て
『
酒
麻
呂
』

と
呼
び
交
流
を
続
け
ま
し
た
。

　

晩
年
、
勇
は
恒
吉
の
こ
と
を
、

「
こ
の
一
種
の
亡
命
作
家
を
い

た
わ
っ
て
く
れ
た
親
愛
の
情
の

深
さ
は
、
20
年
近
く
経
っ
た
月

日
で
も
、
到
底
忘
れ
ら
れ
な

い
」
と
回
顧
し
て
い
ま
す
。

※

企
画
展
『
吉
井
勇
と
伊
野
部
恒
吉

―

隠
棲
を
支
え
た
心
の
友―

』
で
は
、

伊
野
部
恒
吉
氏
の
人
物
像
に
も
迫
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
７
月
１
日
（
日
）
ま
で

　

吉
井
勇
作
品
紹
介　

～
酒
麻
呂
～

酒
の
な
き
夕
餉
は
寂
し
酒
麻
呂
が

　
　
　
　
　
　
　
　

う
ま
し
と
い
へ
る
田
芋
た
う
ぶ
る

わ
が
友
の
あ
ら
ぬ
土
佐
路
を
思
へ
ば
か

　
　
　
　
　
　
　
　

山
も
さ
び
し
き
雲
も
さ
び
し
き

２月１０日（土）～３月１８日（日)

休館日／月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

　昨年１０月から、物部町大栃・神池の地域

づくり支援員になりました近藤かおり

です。以前からプライベートで、

物部町や香北町の地域活動やイ

ベントのお手伝いなどをしてき

ましたが、今回、改めて支援員に

なり、これからは地区まわり

や地元の行事のお手伝いをし

ながら、集落が元気になるこ

とを皆さんと一緒に考えて

いきたいと思っています。

　物部町は、三嶺山系や平家

伝説など、壮大な自然と歴史ある山村文化

に恵まれた地域です。しかし同時に、高齢

化や人口減少など、多くの課題を抱えてい

る地域でもあります。そんな中ですが、大

栃中学校をはじめ、『地域活性化の取り組

み』に力を入れて活動している組織やグル

ープも数多くあります。それらのお手伝い

をしながら、地域外の方がたくさん訪れ、

交流できるような企画を考えていきたいと

思います。

　もともと、人や地域に関わることが大好

きな性格です。今までの仕事や子育ての経

験を生かし、これからも地域とともに頑張

っていきたいと思います。どうぞよろしく

お願いします。

（地域づくり支援員・近藤かおり）

地域づくり支援員の

３館合同特別展

高知の作家１８人展
太田星美 展

いろあそび


